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反映されず,    やクロスボーダー   , 株式配当などに費消されたため, 甚だ実感のない景
気との評価が強かった. 平成20年11月17日に内閣府が発表した2008年７～９月期の実質   (国
内総生産・2000暦年連鎖価格) の成長率は, ▲0 1％ (年率▲0 4％) となった.   の予想通り,
日本も来年2009年はマイナス成長になる公算が強い. 鹿児島県にも経済減速の影響は直ちに現れ,
本年９月の有効求人倍率はついに0 5倍を割り込み, 0 49倍 (全国0 84倍) となっている.注２) 再び閉
塞感が立ち始めた地域経済にとって, 今度どのような活性化への選択肢が残されているのだろうか.
本稿では, その選択肢の一つとして県内企業における農水産物・食品の輸出促進というテーマに着

















図表３は   が発表している地域貿易協定 (   ) の展開推移である. 最近の20年間で急速に件































億ドルの黒字, 同年の貿易収支は273 76億ドルの黒字 (前年比28 4％増) と過去最高を記録してい
る. 例年貿易収支黒字が減少している韓国の経常収支は同年わずか60億ドルとなり, 台湾との違い
が際立っている. 2007年の実質   成長率は, 5 7％となり３年連続での高度成長を維持した. 但









出所：        より筆者作成        3                                                                        
出所：     国地域別情報から筆者作成                            02 ～03                                               
出所：     国地域別情報から筆者作成                            04 ～05
図表６～７は, 台湾の2007年の貿易取引内訳をグラフ化したものである. 同年は, 輸出入ともに
好調で過去最高の取引額を記録している. 輸出入別に国別・商品別に４つのグラフを並べてみると,
台湾の貿易の特徴がよく分かる. 国別特徴では, 輸出相手国の過半数が近隣アジア諸国であり, 全
体の25 3％を中国が占めていることだ. 台湾はその歴史的背景から, ｢三通 (中台間直接の通商,




は, 我が日本である. 中国大陸を上回り全体の20％を占めている. 日本への輸出は６％程度しかな
く台湾の対日赤字は300億ドルに達する. また商品別特徴では, 輸出入ともにトップは電子・電気
機械である. 特に輸出は全取引高の47 9％を占めている. この分野での産業内貿易がかなりの密度
で行われていることが分かる. 公表されている ｢台湾ブランドのトップ10｣注９) を見てみると, トッ
プ10中実に７つが電子・電気機械で占められている.   のマザー・ボードメーカーで有名な    が第１位, 以下        (ソフトウエア),     (  パーツ),    (携帯電話機器) 等が
上位を占め, 正に  等情報機器の製造販売 (輸出) が台湾企業の顔ということになる.              
前述の     構想には ｢台湾｣ という名称は出てこない. なぜなら外務省が示すように ｢1972
年の日中国交正常化に伴い, 日台関係は日中共同声明に従い非政府間の実務関係として維持されて















ているだろう. 米台   は, 台湾にとって極めて大きな目標であろう. また安全保障上も大きな








よる三通 (通信・通航・通商の開放) の実現が具体化で両岸経済の活性化すれば,    促進を困






関港の機能を補完する役割を担っている. 同港の取扱貿易額は, 平成19年度輸出額110億円, 同年
度輸入額1 133億円であるが, 長崎税関が発表している全国港別輸出入貿易額順位表 (全港数149港)






















する調査を財務省 (税関) が行っているので, 平成19年度の資料で, 鹿児島県の輸出貨物の実体を
図表11で見てみたい.注12)
・調 査 名： ｢輸出入貨物の物流動向調査｣ 調査者：財務省 関税局調査課
・調査期間：平成19年９月１日(土)から９月７日(金) (１週間)
・輸出海上貨物重量：3 392   同金額1 336百万円
・積出港：①重量別シェア 鹿児島港44 2％ 博多港31 0％ 川内港5 1％ 志布志港4 4％
神戸港4 1％ 広島港4 0％ その他7 1％
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                  
出所：財務省ホームページ ｢輸出入貨物の物流動向調査結果 平成19年９月調査の結果｣
は分かる. 特徴の第１は, 重量のある貨物 (｢金属鉱及びくず｣ 等) は鹿児島港など, できるだけ
生産地に近い港湾を利用する傾向がある. 第２は, 単価の高い貨物 (電気機械) は陸送料をかけて
も, できるだけリードタイムの節約を図るため配船が多い博多港や神戸港など国際中枢港湾を利用
する傾向がある. また博多港から船積みされた貨物はアジアと  に向かっているが, 金額別シェ
アでは  が47 2％を占めている. 鹿児島県内港湾から釜山等でのトランジット (積み替え) で  






関) されたのは, 金額別シェアでは 関西国際空港47 6％ 成田国際空港22 1％ 福岡空港19 9％
が上位であった. 上位品目は重量・金額ともに ｢電気機器｣ であるが, 重量の第２位に ｢魚介類及
び同調製品｣ が17 5％というかなり大きなシェアを示しており, これが鹿児島県の輸出貿易の大き
な特徴といえる. 冷凍コンテナで大量に輸出するような種類の食材ではなく, 航空貨物扱いが適当




た. 上位港湾では輸出額第１位は鹿児島空港 (シェア55 2％) 23 814百万円…半導体等電子部品・
科学光学機器・コンデンサー等, 第２位志布志港11 002百万円 (シェア25 5％) …ゴムタイヤ及び

















図表13が輸入内訳である. 上位品目では, 魚介類が冷凍・フィレ併せて1 749百万円(65％), プ
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目 的 平成20年度教員研究台湾食品市場調査 (｢台湾食品市場視察ミッション｣ 帯同参加)
ミッション主催者 志布志市・ジェトロ鹿児島・鹿児島県貿易協会
期 間 平成 20 年 ６ 月 18 日 (水) ～ 平成 20 年 ６ 月 23 日 (月) ６日間
場 所 福岡空港経由中華民国；台湾 (台北・高雄)
月 日 出発地 経 路 及 び 用 務 到着地 宿泊地





















16：30 微風広場 (ショッピングセンター) の食品売場視察・ブリーフィング [応対者] 経理    
11：00             (生鮮フルーツ等食品卸商・商社). 訪問・意見交換 [応対者] 購買部門担当者
14：00 太冠國際開發有限公司 (日本食品等取扱卸商・商社). 訪問・意見交換 [応対者] 副總經理
16：15 商田實業有限公司 (各種新鮮フルーツ・野菜等卸商・商社). 訪問・意見交換 [応対者] 經理    
10：00          2008 (一般開放日) 視察
10：00 財団法人交流協会担当者による現地事情説明 (404会議室にて) (～10：30)
10：45 太平洋     (日系デパート) との意見交換会 [応対者] 営業第五課 副理
14：00          2008視察(～15：30)
16：00 新光三越 (信義店 日系デパート) の食品売場視察・ブリーフィング [応対者] 経理・商品部担当者    
09：00 台北発 (台湾新幹線 405乗車)
10：36 差管 (高雄) 駅到着
11：10 大立百貨 (日系デパート) の食品売場視察・ブリーフィング [応対者] 百貨事業部総経理
14：00 漢神百貨 (日系デパート) の食品売場視察・ブリーフィング [応対者] 総経理
16：30 ドリームモール訪問 (北海道百貨視察 名店街) [応対者] 担当責任者










6 22 台北 台湾企業訪問大葉高島屋等２社訪問  510にて帰国 解散 福岡 福岡
    
11：00 太平洋     (忠孝店) の食品売場視察 [応対者] 営業第五課 副理
13：30 大葉高島屋の食品売場視察 [応対者] 総務 食品担当者
17：35 台北桃園国際空港発 (  510)






以下上位国は, アメリカ(60), 韓国(40), カナダ(28), タイ(22), 中米(20) 他
日本ブース：出品者数…全国22都道府県からの出店 (22企業14団体)           
○      ブースが最大のスペースを占め, 各県が来場者との商談を精力的にこなしていた. 鹿
児島県からは, 志布志市のブースのみで４社が商談に当たった. 来場者の関心は資料や口頭の説
明ではなく, まず試飲・試食にあるようで担当者は次々に訪れる来訪者へ鹿児島から持ち込んだ
商材の ｢ラーメン｣ ｢さつまあげ｣ ｢焼酎｣ などのサービスで非常に繁忙していた.























＋度数１度につき７元 １Ｌにつき７元加算され小売値は日本の３倍の感覚になる. 酒造焼酎720     880(約3 000円)等. 興味深いのはボトルの形状にこだわること. 贈答品
を意識し高級感のあるボトルが人気とのこと.    …鹿児島と台湾は気候が似ており鹿児島産のメロンなどは残念ながら商談でのインパクト
に乏しかった. 主流は東北青森産のリンゴ. 一般に台湾は甘いものに人気があり九州産温州ミカ
ンは人気. 鹿児島県特産 ｢桜島小みかん｣ は既に販売実績があり, 今後可能性高い.      …女性向けに ｢おやつ｣ として人気がある. 但し細く小さい形の方が良い.
尚, 台湾での特徴は芋類では日本産 ｢長いも｣ (青森県産が目立った) に人気が高い. 摺り下
ろさず, 適度にカットしてスープに入れて食する.   …台湾政府指定の加工施設での証明書が必要 (鹿児島県では２カ所のみ) 所定の手続きを経
れば輸入可能. 鹿児島ブランドを浸透させるマーケティングが必要.       
・ 今回は主に日系デパートの食品売り場を見たが, ほとんど日本のデパートと違和感は無い. 台
湾消費者は日本食品に関しては, 特にブランドにこだわる傾向が高いように思う. また菓子類で
は大袋に大量に入れたお徳用が多く散見された. また, ｢おまけ｣ 付が人気高い.
























ある. 白書も解説しているが, 水産物輸出の伸びが大きく貢献している. これは日本食ブームを代
表する寿司がその原因ではあるが, 鹿児島県の農林水産物・食品の輸出傾向を見ても先駆的な活動
は水産物である. 具体的には東町の ｢鰤王｣ などの  ・北米輸出実績が大きい. 今回の台湾ミッ










可が必須となっている. 食品の安心安全は本来, 商品によって差があるべきではない. 日本食品・
食材の最大の評価ポイントでありセールスポイントである ｢安全性｣ に十分配慮したセールスプロ
モーションが必要であり, 消費者へのより細かい情報提供など ｢透明性｣ の確保を基本に輸出促進
を図るべきである.               
農産物輸出促進を考える場合, 日本の食料自給率との関係をどのように解釈すべきかが問題であ






















































２) 鹿児島労働局 ｢最近の雇用失業情勢概 (平成20年9９月分)｣ 平成20年10月31日発表
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